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◆連携した結果に対する意見または評価

◆今後の連携強化に向けた課題

今後も利用者さんや職員さんの入れ替わりがあっても、生産性を維持しながら引き継ぎ等お願いしたい。

 一人一人が役割を固定化せずに、いくつかのポジションで作業が出来うようにしていくことで、欠員が出た際にすぐに人を補え

る体制作りを引き続き取り組んで欲しい。

昨年度よりネット物販の商品の入出荷の管理、倉庫別の商品のピッキングと出荷準備、商品化の作業を行うようになったが、中

心となるメンバーさんがチャットのやり取りや商品管理を行ってくれていて、とても助かっています。

 また、職員の入れ替わりやネット物販を中心に行っていた方がこの作業を通してピッキングの仕事に就いたと聞いて嬉しい半

面、引き継ぎなど不安もあったが、問題なく後任の方に引き継ぎ出来ており、感謝しています。

◆活動場所：株式会社フェアープラン

◆実施日程：月曜～金曜の週5日

◆実施した生産活動・施設外就労の概要：

クッション材の検品・梱包、自動車部品の組み立て・検品、物

販製品の入出荷作業および製品化、その他軽作業といった業務

を切り出し、施設外就労として実施することで、企業内におけ

る障害のある方の働く場の創出に取り組んでいる。

◆利用者数：14～20人/1日

◆地域連携活動のねらい：

地域（企業）の中で働き、実際に利用者

さんの働く姿を見て貰うことで、障害の

理解を深めたい。

◆地域にとってのメリット：

障害や病気があっても、SDGｓの理 念

である『誰も取り残されない』地域作

りへの一角となる。

◆対象者にとってのメリット：

一般就労に近い環境で働くことで、

一般就労への意欲や自信に繋がる。

◆実施した結果：

安定した仕事の供給と令和7年度に5名の

方を一般就労へ送り出すことが出来た。

◆得られた成果：

一般就労に向けて動いているメンバーさんを見て

、次は自分が一般就労出来るようにしたいと全体

のモチベーションアップに繋がっています。

◆課題点：

一般就労で出ていく人が多くなると、人数が減って

も困らない等に、一人一人が固定された作業ではな

く、一つでも多くの作業、工程が出来る様に支援し

ていく必要がある。

◆活動内容の追加コメント

クッション材の検品・梱包、

自動車部品の組み立て作業は継続し、

昨年度から始まった物販の出入荷の管理、ピッキング、

商品化などの業務では、中心となるメンバーさんが

PCでのチャットのやり取りやリストの印刷なども行ってお

り、メンバーさんの作業の幅を広げることが出来ています。
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